
―2022 年度 甲南女子中学校･高等学校 目標設定および自己評価書 
１．2022 年度の学校重点目標・具体的な取り組み 
本校教育理念 建学の理念「まことの人間をつくる」を基盤に、知性と品格を備え、人生や社会に対して前向き

に取り組む自立した女性を育成する。 
2022 年度の 
重点目標 

1．未来を切り拓く力となる協働・探究型教育モデルの創造
2．進路指導の強化 
3．生徒募集力の強化 
4．充実した ICT 環境の構築と、インタラクティブな教育活動の展開 
5．教職協働による組織体制の強化と充実 

2022 年度の 
具体的な取組 

1．(1)「甲南女子メソッド」の進化 
(2)新学習指導要領に準拠した教育課程の実践

2．(1)強固な進路指導システムの構築 
(2)入試区分等に応じたサポート体制の強化
(3)甲南女子大学への進学率増加

3．(1)情報収集の強化と分析に基づく募集戦略の展開 
(2)入試広報戦略の強化

4．(1)学習環境の整備 
(2)既存 ICT インフラの更なる活用

5．(1)生徒満足度向上に向けた組織一体による取り組み 
(2)安定的な学校運営のための業務体制構築

２．2022 年度の各分掌・学年･教科の重点目標・具体的方策 

重点目標 具体的方策 
自己評価 

達成状況 今後の方策 
学校経営 ①中学入学者数を安定的

に確保し、財政基盤の健全
さを維持する。
②大学進学実績の向上を
目指した体制と方策の確
立を目指す。
③教職協働を推進し、教職
員の働き方改革に資する。 
④ICT 機器を用いた教育
内容の充実を図る。
⑤コロナ禍においても、形
態を変えて行事・研修旅行
などの実施を目指す。
学校行事への保護者の参
加の機会、情報提供の頻度
を増やす。

①インクルーシブ教育の重要
性が喧伝される今の時代に女
子校で学ぶことの意義を、広
報の折にも伝え続ける。
②進路指導のスキルに長けた
教員の育成を念頭に置いた研
修と人事計画。
③煩雑な事務作業の多い、
ICT 委員長、入試広報室の業
務の洗い出しを行い、職員へ
の移管・助手への業務の委託
をはかる。
④教科会による高校新課程の
研究と、教材の蓄積・改善
⑤新型コロナウイルス感染ま
ん延時の代替旅行・行事実施
方法の検討を続ける。
感染対策を工夫することによ
り、授業参観・育友会総会及び
学年保護者会を従来通りの頻
度で実施する。

①コロナ禍の影響で女子
の中学受験者が激減した
学年を迎えて各校が女子
の 入 学 者 を 激 減 さ せ る
中、本校入学者数は 186
名となった。
② GoogleClassroom( 授
業・協同作業支援ソフト)
を使って、進路指導部か
らの情報や先生方への課
題を送信するシステムを
準備した。
③ mimamorume( 緊 急 メ
ールシステム)を通じて
保護者からの欠席・遅刻
連絡を受信し、職員が即
座に教務システムにデー
タを移行、担任が確認で
きる体制を構築した。情
報主任の業務を整理して,
情報助手に委託し、主任
本来の業務に従事する時
間 を 増 や す こ と が で き

①中学受験者希望者数が
コロナ禍の影響から回復
しつつある学年を迎える
2024 年度入試では、入学
者数 195 名確保すると共
に、心身の不調から転出
する生徒を減少させるた
めにさらにきめ細かな指
導に努める。
②今後の活用を通じてス
キルアップに努める。
③教職協働体制を維持す
ると共にさらに業務内容
の見直してを行い、教員
の事務的作業の削減と効
率化を図る。
⑤今後とも感染状況を見
極めながら、学校生活の
正常化を目指して、全校
集会の復活や行事の正常
化を模索する。また、保護
者の行事への参加の機会
と情報発信を増やし、学



た。 
④ICT を用いた独自教材
の開発を教員各自がすす
め、蓄積している。 
⑤学校・学年行事への保
護者の参加人数制限を緩
和、校外学習・研修旅行を
ほぼ予定通り実施すると
ともに、昨年度スキー研
修を実施できなかった高
校 1 年生は代替として、
東京研修旅行を実施。 

校教育活動への理解を深
めてもらえるように努め
る。 

入試広報 少子化、共学人気の今、本
校の教育理念と教育方針
をさらに深め、甲南女子の
いまをリアルに伝えるた
め、本校の特徴や魅力を地
道に広報していく。 

①説明会の参加者をさらに増
やすため、本校の魅力が伝わ
るよう内容を工夫する。さら
に、土曜日の個別学校見学を
強化する。 
②塾訪問を通じて、外から見
た甲南女子を知り、広報活動
につなげる。 
③HP リニューアルと積極的
な発信をする。パンフレット・
リーフレットの有効活用をす
る。Web を用いた広報活動に
力を入れる。 

①5 回のオンライン説明
会、前年度より定員数を
増やして３回の学校説明
会を行った。生徒有志の
校舎案内が大変好評であ
った。夏の校舎見学会、土
曜日の個別見学会なども
積極的に実施した。 
②塾にはパンフレット完
成の時期、中学入試後に
訪問、2023 年度の広報活
動に繋げることができて
いる。 
③HP リニューアルによ
り、よりリアルに「今」を
伝えることができるよう
になった。 

①学校説明会で在校生の
魅力に触れる機会を増や
す。生徒によるプレゼン、
総合学習の発表など。 
少人数での見学会でも在
校 生 の 参 加 機 会 を 増 や
す。 
② 塾 訪 問 の 範 囲 を 広 げ
る。 
③HP 新規メディアサイ
ト「Real」のオープン、行
事の告知方法などの工夫
をする。 

教務部 高校新学習指導要領開始
の年に当たり、生徒の個性
に応じたカリキュラム、授
業内容を構築していく 

①新教育課程の見直し（自由
選択科目・情報の配置など） 
②シラバス・ルーブリックの
追加・改訂 
③高校観点別評価の導入の方
法 

重点目標については概ね
達成できたとは思うが，
2023 年度選択科目の決定
の遅れや観点別評価につ
いての情報の共有不足等
などがあった。 

今後のスケジュールを踏
まえ，課題に対して話し
合いを行い，迅速に決定，
実行に移せるような計画
立案を行う。 

生徒指導部 学校生活を送る上での基
本的な心得を通して、生徒
自身が考え、自らを律する
力を養い、社会性を育む。 

生徒が自発的にあいさつでき
るような呼びかけを、和光会
役員と実践する。 
社会情勢を鑑み、柔軟に対応
できる力とリーダーシップを
育む機会を増やす。 

中学・高校別に講堂朝礼
を実施し、それぞれの自
治の力を育む貴重な場を
設けることができた。ま
た、和光会役員が主体的
に行動し、全校生徒と協
働する場面が増えた。 

従来の学校生活・行事を
再構築し、よりよい環境
を生徒が主体的に考え、
実 践 で き る 体 制 を 整 え
る。 

進路指導部 ①昨年度から引き続き、
「教育力」の向上を軸とし
て、具体的な対策を共有し
実践する。 
②生徒の学習習慣の確立
のために手帳の活用状況
を改善する。 
③生徒が高 3 学年でぶれ
ない進路希望を持つため

①基礎期、充実期において英
数国のベネッセ GTZ の C、D
ゾーンの生徒を把握し、ミニ
マムにすることを教科担当だ
けでなく担任学年で目標とす
る。教科の指導だけでなく、担
任からの面談での言葉がけは
特に基礎期において重要なフ
ァクターである。 

①基礎期の学力習慣定着
のために、iPad を活用し
たプログラムを試験採用
した。夏期休暇中の補習
等で活用し、今後本格採
用するに資するかどうか
を学年担当者と協議。 
進路の決定した高 3 生が
指導する補習では、中 1 生

①基礎期における学習習
慣確立のためには、従来
の小テスト実施、ノート
チェックだけでは不十分
のため、生徒が進んで家
庭学習を行うように工夫
が必要。授業展開の工夫、
デバイスの活用など、教
員側からの仕掛けづくり



に、低学年時より進路探求
のプロセスを確立する。総
合「探求」での取り組みに
より自己と取り巻く社会
の諸問題を意識し、生徒自
身の興味関心を探る活動
を進路へつなげたい。外部
の講演や講座プログラム
に積極的することで視野
を広げることを奨励する。 

②昨年度実施した手帳の活用
実態調査を今年度も行う。利
用はしているが活用はできて
いない、利用が生活面・学習面
での向上につながっていない
現状を周知し、活用向上のた
めの工夫を促す。 
③GoogleClassroom（授業支
援ソフト）、進路通信による発
信に加えて、学年団と協力し
て興味関心を促す取り組みを
行う。 

徒が積極的な学習姿勢を
見せた。進路指導部が枠
組みを設定するだけでな
くその機会を十二分に活
かそうとする教科担当者
の熱意が大きく寄与した
と考える。 
②手帳の活用状況に関し
ては各学年にヒアリング
を行えておらず、何らか
の取り組みが必要。学校
選定のフォーサイト手帳
を継続的に発注する生徒
が一定数いることに注目
したい。 

の可能性を探りたい。 
②手帳の活用の本来の目
的は自己管理能力の向上
であることから、手帳だ
けでなく、スマートフォ
ンとの付き合い方も含め
て時間管理、目標設定（長
期、中期、短期）、を徹底
したい。スマートフォン
との付き合い方は、保護
者の理解協力も必至であ
ることからそのような呼
びかけを学年とともに行
いたい。 

総務部 ①総務部管轄行事の精選 
②資料室の整備 

①通常に近い形での運営がで
きる方策を検討・実施すると
ともに、生徒が自主的に運営
できる方策も検討する。 
②100 周年関係の資料等を整
理し、生徒が閲覧できる方策
を検討する。 

① 生 徒 指 導 部 と も 連 携
し、中高別の講堂朝礼を
実施することで、中学生
の自治意識を高めること
ができた。 
②資料室の整理を進める
ことはできたが、生徒の
閲覧方法は確立できなか
った。 

②エントランスを活用し
ながら、学園の歴史につ
いて生徒が閲覧できる環
境を整備していく。 

人権教育 ①人権感覚を持った生徒
と教師の支援・育成 
②新しい人権教育目標の
策定 
③アサーションの実施と
活動の充実 
④いじめ防止教育の実施 
⑤インクルーシブ教育の
推進・支援体制設計への寄
与 

①安全対策を講じた上で、映
画鑑賞や作文集の発行につな
がる活動を実施したい。また、
道徳指導教諭と連携し、道徳
の授業の活性化に寄与する。 
②新カリキュラム導入にあた
って、人権教育目標を新たに
策定する。 
③学年や学校カウンセラーを
軸に，アサーションの充実を
図る。今年は 4 学年での実施
になる。安全を確保した上で、
各学年に応じた活動内容が実
施されるよう寄与したい。 
④いじめ防止教育プログラム
や講演会を企画・実施する。 
⑤保健室・学校カウンセラー
を含む教育相談委員会と連携
し，生徒を支援するために必
要な情報の提供・組織的な支
援体制の設計に寄与する。 

従来の形式で人権映画鑑
賞会や作文集の発行を実
施した。アサーション(相
互理解と尊重)活動につ
いては，スクールカウン
セラー主導による講義形
式だけではなく，各学年
での道徳授業や校外学習
などの機会にも，対話的・
協働的な活動に重点を置
いて取り組むことができ
た。ただし，いじめ防止教
育プログラムや講演会な
ど，新たな試みに挑戦す
ることができず，次年度
に 向 け た 課 題 と し て い
る。 

保健室・学校カウンセラ
ーを含めた教育相談委員
会との連携を深めつつ，
各学年が抱えている課題
に応じたプログラムを企
画および実施する。また，
基礎期を中心にアサーシ
ョン活動を充実させると
ともに，人権映画鑑賞会
や作文集の発行について
も引き続き継続するなか
で，人権問題に対する意
識を高め，学校内はもち
ろん，国内および国外の
人権問題に対しても関心
を抱く機会を設ける。 

環境教育 三学園合同環境学習の実
施を周知し、本校生徒の積
極的・自発的参加を目指
す。また、貴重な学びの場
であることを意識させる。 

和光会、IGCE 委員に自らの役
割と、本プロジェクトの意義
を理解させることで、周囲を
巻き込んでの活動を促すとと
もに、学習意欲を持った参加
者を募る。 

今年度は感染症対策を取
りながら、「農業体験学
習」を実施することがで
きた。 
IGCE(国際環境親善)委
員が Google フォームな

三学園で連携し、感染対
策を取りながら今後も関
連行事を実施できるよう
にする。 
総合学習とも連携する形
で、生徒の環境問題に対



どを活用し、積極的に参
加生徒募集をすることが
できた。 
「住吉川環境学習」は高 1
の自己探求の生徒に声を
かけ総合学習とも連携す
ることができた。 

する意識を高めるための
方策を工夫する。 

ICT 社会における情報機器の
使用と情報の活用と差が
生じないように、校内にお
いても情報機器の発展的
活用を引き続き目指す。 
 また、校内の情報を整
理・分析・活用が行える環
境を構築するための素地
を養う。 

①ICT 委員会メンバー並びに
各教員に外部セミナーの積極
的参加を促すなど、各教員が
社会の ICT 関連事項への情報
感度を高められるようにす
る。 
②情報の活用に向けて、現状
の把握。持っている情報、問題
点・課題、今後の見通しなどの
整理 
③他校・他業種関わらず、情報
の整理・分析・活用の事例を参
照し、本校における方向性を
定める。 

委員会のメンバーに外部
セミナーを積極的の参加
を推奨することはできて
おらず、日々の事務的な
処理が多くを占める結果
となった。 
上記同様、情報の整理・分
析・活用に関しても具体
的に進めることが叶わな
かった。ただ、機器の活用
場面は年を追うごとに増
しており、情報機器の教
育的活用に関しては年々
着実に進んでいる。 

ICT 教育に関して機器や
プラットフォームの導入
期は終わり、これから成
熟期へと入っていく。ル
ールや運用方法などは都
度見直しが必要であるの
で、全体を俯瞰して、今後
のさらなる発展へと向け
た緩やかで大きい舵取り
が必要であると考える。 

総合学習 本校独自の自学創造教育
の拡充に向けた、新しい総
合学習の実施と教育内容
の検証、改善 

①「主体的な学び」「対話的な
学び」「深い学び」の視点で授
業を展開する。 
②感染状況に配慮し、教員間
で連携して新教育課程に基づ
いた授業計画、実施を行う。 

感染状況に配慮し、1 日研
修や半日研修などを実施
することができ、「主体的
な学び」「対話的な学び」
「深い学び」を授業で展
開することができた。 
２学年間(中１と中２、中
２と中３、中３と高１)で
学 習 成 果 発 表 会 を 実 施
し、成果や手法を共有す
ることができた。また、甲
南大学主催のリーサーチ
フェスタ（研究発表大会）
にも参加し、外部での発
表の場を作ることができ
た。 

新教育課程下での総合学
習が高 1 まで実施できた
ことから、その成果を今
一度検証し、さらなる活
性化を検討 
協働学習や学外と連携し
た対話的学びの実施 
総合学習担当教員への情
報提供、生徒の発表の機
会の更なる拡充、内容の
向上。 

 

国際教育 ①海外姉妹校との交流の
維持・促進。2023 年度、
姉妹校との直接交換留学
に向け準備をすすめる。 
②国内・校内で実施可能な
国際教育活動の実施 
 

①海外との交流が再開可能に
なれば円滑に再開できるよう
姉妹校と連携を維持し準備を
進める。 
②国際教育に関する国内や校
内での講演会や研修を企画し
生徒に発信する。 

①交換留学再開に向け、
例年よりも早い時期から
情報の集約、募集、準備を
進めた。新しいエージェ
ントを使っての初年度で
あったが、「教務的側面」
「指導面」「海外との連
絡」「旅行業務」の４つの
役割について、教員と業
者との良い形での分業を
探 っ て い く こ と が で き
た。 
②シンガポールとのオン
ライン交流、イタリア語

①留学への関心が高まる
なか、本校主催の派遣数
には限りがある。外部機
関を利用して留学の機会
をつかむためにも、本校
派遣選考時期の前倒しに
ついて今後引き続き検討
する。海外交流の準備詳
細についても相互国間で
通年、情報を整理、共有し
ていく。 
②シンガポールとのオン
ライン交流は機会を増や
せるよう交渉中。希望者



レッスン、中高別全校生
に国際理解講演会を実施
できた。 

を対象とした英語以外の
外国語レッスンも、複数
言語で実施を目指す。 

保健室 精神的・身体的不調により
支援を必要とする生徒の
居場所作りや、効果的な支
援方法を探る 
 

①保健室での過ごし方や利用
規定を整備する。 
②教育相談委員会内の支援チ
ームと定期的に会議を行い、
生徒を支援する体制作りに努
める。 
③学年、カウンセラー、支援員
と連携し、保健室をよく利用
する生徒に関する情報を共有
する。 
④学年・保護者・支援チーム等
関係者と支援方針を共有し、
支援を必要とする生徒に対応
する。 

支 援 員 制 度 の 導 入 に よ
り、個別の対応ができ生
徒の精神面の安定に繋が
った。 
また、定期的な支援委員
会 を 開 催 す る こ と が で
き、心身に問題を抱えた
生徒への理解を深めるこ
とができた。 

定期的な支援委員会を継
続し、支援チームや学年
団と情報共有し、支援方
針を立て、個別の指導に
活かす。 

事務室 働き方改革への取り組み
として業務効率化を推進。
広報募集活動、教育活動へ
のサポートにより定員充
足を達成する。さらに経費
削減、節約による双方向で
財政基盤の安定をはかる。 

①入試広報活動の支援 
②教務関連業務のサポート 
③ICT 業務の業務委託化 
④経費削減のための推進事業 
 

①事務サポートとしての
活動支援強化策について
は、昨年度から大きな変
化はなかった。 
②生徒関連情報の一元化
と最新情報の迅速な更新
を達成 
③業務委託化によりサポ
ート体制を強化、専門性
の高い IT サポート環境が
整った。 
④光熱費など価格高騰に
より努力では解決できな
い経費に苦戦した。 

業務効率は数年で徐々に
進められているが、特に
広報活動におけるサポー
トが必要となっている。
定員充足に向けた対策は
次年度の喫緊の課題であ
る。 
引き続き、安定した入学
者の納付金と必要な経費
削減、節約による双方向
で財政基盤を整える。 

中学 1 年 ①生徒の基本的な生活・学
習習慣を確立する。 
②「気づくことの大切さ」 
を学年目標として、自他を
尊重する考え方を身につ
けさせる。 

①手帳を活用し、自己管理の
手法を習得させる。 
②アサーション・トレーニン
グを定期的に行う。 

①スケジュールや連絡を
手帳に書き込む習慣を身
につける事に時間を要し
ている。学年全体として
は、十分に活用するまで
には至っていない。 
②道徳の時間を利用し、
教科書を活用しながら学
年独自の課題にも取り組
めた。 

手帳を「活用できる」こ
と、次年度の基本的生活
習慣の確立の軸とし、学
力向上だけに偏らず、「生
きる力」の一環として捉
えられるよう指導する。 

中学 2 年 生徒の学力向上と人格形
成を両立できる学級・学年
運営を目指す。 

対話・道徳・HR の３領域を相
互に連携させ、「まことの人
間」の育成を図る。 

広島研修旅行を契機とし
て、人権・平和教育の観点
から生徒の情操教育に力
点を置いて指導すること
ができた。学力向上への
取り組みとしては、学力
推移調査の分析結果を生
徒・保護者と共有するこ
とで、学習・生活態度の改
善を促すことができた。 

基礎学力を向上させるこ
とが喫緊の課題である。
充 実 期 を 迎 え る に あ た
り、生徒が自らの考えを
発信し、他者の意見を受
容する訓練を重ねるなか
で、実社会で通用する対
話力を養成したい。 



中学 3 年 ①学年目標「想」のもと、
「人」との関係を確立し、
「自己」をより深く理解さ
せる。 
②学習活動をはじめとし
た学校生活全般に積極的
に取り組む姿勢を育て、達
成感をもった高校進学に
つなげていく。 
③ICT 機器や機能が自然
な形で使用でき、新たな学
びに生かすことができる
生徒を育てる。 

①『総合環境』の授業を通し
て、生徒がグループで意見交
換し、協力して課題に取り組
む機会を増やし、表現方法や
技能を身につけさせる。 
②「キャリアガイダンス」を通
して職業や社会について学ぶ
機会を設け、進路の実現に向
けて意欲を深めさせる。 
③「スタデイサプリ」を用いて
個別学習を充実する。また、
GoogleWorkspace、MetaMo 
jiClassRoom( 授 業 支 援 ソ フ
ト)をより一層活用し、授業内
外でのペーパーレス化も目指
す。 

①「総合環境」では調べ、
議論し、発表するという
技能の向上は達成できた
ものの、内容の理解につ
いては表面的なレベルで
留まっていた。 
②「職業調べ」はできた
が、職業選択について深
めるまでには至らなかっ
た。 
③「スタディサプリ」（オ
ンライン学習ソフト）は
授業課題や中学内容の復
習を目的に生徒が自主的
に利用できた。 
GoogleWorkspace, 
MetaMojiClassRoom の
活用も教科指導、諸連絡
などのための利用が一層
進み、有効に利用できて
いる。 

①来年度の「自己探求」は
グループ、個人での研究
内容や発表する内容の深
さが課題である。 
②文理選択に向けて、職
業選択につながる学部学
科研究や大学研究を深め
る必要がある。 
③「スタディサプリ」の個
別利用をより進め、高校
内容の復習と理解の深化
につなげる。 
GoogleWorkspace, 
MetaMojiClassRoom の
活用をより活発にしてい
く。 

高校 1 年 ①総合学習や新課程の授
業を通して、生徒が社会や
学問への視野を広げる機
会をつくる。 
②基礎学力の定着を図り、
生徒自身の進学したい大
学やその後の進路につい
て、主体的かつ前向きに考
えさせる。 
③学年目標のもと、和光会
活動や学年行事に主体的
に取り組む生徒の育成に
努める。 

①総合学習「自己探求」の時間
をはじめ各授業での学習活動
を大切にし、生徒が主体的で
対話的な学びを深めることに
配慮する。 
②面談やＬＨＲ、授業の機会
など学校での活動全般を通し
て、生徒のモチベーション向
上を図り、学力保障と進路情
報の提供に努める。 
③感染症対策を施したうえ
で、学校行事や学年行事に積
極的に参画するひとりひとり
の責任と意識を持たせる。 

①専門分野の方へのイン
タビューやディスカッシ
ョンを通して得た情報を
もとに考えを深め、プレ
ゼンテーションに活かす
という主体的学びが実践
できた。甲南大学リサー
チ フ ェ ス タ へ の 参 加 な
ど、外部に発信する場を
提供することもできた。 
② 進 路 情 報 の 提 供 は 、
GoogleClassroom を効果
的に使って随時行った。
進路実現に向けてモチベ
ーションを高めて学習す
る生徒が増えた一方、ま
だ意欲の低い生徒が一定
数いる。 
③東京研修旅行に多くが
参加することができ、和
光会役員や部長に多数の
生徒が立候補するなど、
学校生活の中心学年とな
る自覚をもつことができ
た。 

①自己探求の授業は今年
度で終わりとなるが、主
体的な学びの姿勢を次年
度以降の授業でも発揮で
きるよう、授業の構成を
工夫する必要がある。ま
た、授業外で探究活動を
継続できるように学年で
サポートできる体制をつ
くり、外部のイベントへ
の参加を促す。 
②継続して、状況に応じ
て進路情報を効果的に提
供していく。 
③自身の立場に見合った
行動と高い意識をもつこ
とを生徒には求め、行事
が円滑に進むだけでなく
生徒自身が行事に関わっ
たことで充実感、達成感
を味わえるように指導す
る。 

高校 2 年 ①生徒が充実感・達成感を
得られるような教育活動
の実施 
②学力の向上、前向きな進
路指導 

①生徒が様々な活動に積極的
に参加しチャレンジする機会
を大切にして、進路指導に活
かす。 
②生徒の文章力、特に要約力

①LHR 等で、生徒が参加
している学外活動につい
て 発 表 す る 機 会 を 設 け
た。同級生が積極的に社
会参加している様子を知

学業や学外・学内（部活動
や和光会）活動に積極的
に 取 り 組 む 生 徒 の 姿 勢
は、学内外で評価してい
ただけることが多い。そ



③「チーム学校」としての
支援・指導。生徒の声を聴
き、受け止める姿勢を大切
にする体制を作り、支援・
する。 

を上げるための機会を定期的
に設ける。 
③個人面談や保護者面談、
様々な指導についてチームで
対応する。学年行事の充実を
図る。 

ることは多くの生徒の刺
激となった。 
②教師が紹介する様々な
文章を読む機会と、新聞
記事を読み要約を行う練
習の時間を毎週設けた。 
③生徒・保護者の協力を
得て、健康管理に留意し、
修学旅行を無事実施する
ことができた。 

の姿勢を勉学に活かし、
主体的に進路を実現する
力となるよう指導・支援
することが今後の最大の
目標であり課題である。
学力面のみならず精神面
においても生徒理解を深
め、生徒の成長に力を尽
くしたい。 

高校 3 年 ①生徒一人一人の進路実
現に向けて、生徒自身が主
体的・自立的に取り組める
環境作りを学年団でサポ
ートする。 
②校訓である「清く 正し
く 優しく 強く」の意味
を考えさせる機会を設け、
感謝と思いやりの念を持
てるよう支援する。 

①進路実現に向けて生徒自身
のやるべきことを把握させ、
行動できるように、面談や HR
などを通じて考えさせる。 
②行事など学校での経験が、
高 3 ではすべて締めくくりと
なることを意識させる。また、
6 年間の学びを振り返り、日々
の過ごし方の大切さを理解さ
せる。 

①多くの生徒の進路実現
に向けて、学年担当者、進
路指導部とともに細やか
な面談、面接指導、補習等
を行った。 
②学年通信を通じて校訓
に 触 れ る 機 会 を 増 や し
た。 

①卒業後も進学準備をし
ている生徒に関しては、
引き続き進路実現に向け
てサポートしていく。 
②コロナ禍で縮小した部
分もあるが、全ての学校・
学年行事を実施すること
ができ、本校での学校生
活 の 締 め く く り を 意 識
し、日々の大切さを理解
させることが出来た。 

国語科 高校新教育課程、大学入学
共通テストを念頭に置い
た授業展開の研究。 
ICT を活用した授業によ
る双方向的な学習の実現。 

〔基礎期〕さまざまな文章・資
料の読解を通して、社会的視
野を広げ、論理的思考力を養
うとともに、記述力の育成に
取り組む。また、基礎的な古文
漢文に慣れ親しませる。 
〔充実期〕生徒が抽象的で難
易度の高い現代文を的確に理
解し、要約する力をつけ、それ
を表現や発表に活かせるよう
になるよう意識した指導を行
う。また、語彙や文法を駆使し
て古文・漢文を読み解く力を
身につけさせる。 
〔発展期〕複数の文章や資料
の読解、小論文記述演習を重
ねることで、読む力とともに
書く力を身につけさせる。ま
た、演習を重点的に行い、発展
的な内容の古文漢文を読解で
きる力を身につけさせる。 

高校新教育課程に対応す
るため、新たなルーブリ
ックの作成や教材の選定
を行うことができた。 
使用教材の記録、教科会
議事録蓄積など学習場面
以外でも ICT を活用する
ことができた。 

高校新教育課程をふまえ
た共通テストの分析を強
化し、適切な使用教材や
授業内容の検討を継続す
る。 

社会科 高校新学習指導要領にも
とづく 3 年間の授業内容
の確立 

高校新課程において、公共な
らびに探究科目において、各
単元の到達目標および評価の
観点を定めたルーブリックを
完成させる。 
歴史総合・地理総合と探究科
目との連携を検討し、自ら考
察する場面を増やすととも
に、高校 3 年間で身につけさ

公共ならびに探究科目の
ルーブリックについて、
高 2・高 3 の 2 年間の到
達目標をふまえた中で、
高 2 の観点を定めること
ができた。 

歴史総合・地理総合の履
修内容が多いため、内容
を精選したうえで、探究
科目と連携させる必要が
ある。 



せたい力を確立させる。 

数学科 ①数学的な見方や考え方
をするために必要な知識・
技能を身につけさせる。 
②数学的な見方や考え方
を用い、思考・判断・表現
する力を身につけさせる。 
③数学の学習を通して、主
体的に学びに向かう力を
育て、社会に貢献する人間
力を身につけさせる。 

①適切な課題や小テストの実 
施などにより授業の定着度を 
あげる。 
②発問の仕方や授業内容の振 
り返りを工夫したり、生徒同 
士の話し合いを取り入れたり 
することによって、生徒自ら 
が考察し、結論を導き出す場 
面をつくる。その際、ICT 機 
器を積極的に取り入れる。 
③②の過程において、生徒の
興味関心を引き出したり、協
働の中で自分の適性や役割を
意識させるなどする。 

ICT 機器を積極的に取り
入れながら、全体的には
概 ね 目 標 を 達 成 し て い
る。しかし、生徒個々につ
いての達成度には差があ
り、学年や単元によって
は、課題や小テストの作
成・実施に多くの時間を
取られ、具体的方策の②
や③の達成度が不十分に
なることがあった。 

教員の時間の有効活用の
ため、教員作成教材の共
有を進める。また、生徒の
達成度に差があることか
ら、個別対応のために教
科書会社等が作成した教
材の活用を検討する。 
数学の学習における「協
働」の事例を研究する。 

理科 科学的なものの見方や考
え方を身につけさせる。 
タブレットなど ICT を効
果的に学習に活用した学
習活動を展開する。 
共通テストへの対応を強
化する。 

授業内容から日常生活などに
関連させた授業展開を行う。 
感染対策・実験事故防止対策
を行いながら、実験実習に取
り組み、体験・経験する機会を
積極的につくる。 
教科内で情報交換を積極的に
行い、授業に効果的に ICT 教
材を組み込む。 
MetaMojiClassRoom・Google 
Classroom の活用など昨年度
までの実績をもとに、ICT を
利用した教育を定着させてい
く。 
共通テストをはじめ、入試問
題の分析を行うと同時に、外
部からも積極的に情報収集を
行う。 

自由研究や実験レポート
などで科学的なものの見
方や考え方を身につけさ
せることができた。 
デジタル資料集などを活
用した学習活動を展開す
ることができた。 
共通テストへの対応を授
業，補習など通して強化
することができたが，教
科内での情報共有など工
夫ができる点もあった。 

自由研究や実験レポート
の作成指導などは次年度
も継続。 
資料集をデジタル版に変
えてタブレットで利用す
ることに、生徒からは賛
否両論が寄せられている
ため、教科内で情報を共
有し，今後の活用方法に
ついて考えていきたい。 

 

英語科 ①Writing や Speaking な
ど、生徒が英語で意見を発
信する力を伸ばす。 
②ICT 機器を使った授業
を充実させる。 
③1 年ごとの生徒の英語
運用能力の伸びを測定し、
長期的な観点で学力指導
にあたる。 

①Weblio(オンライン英会話)
や、MetamojiClassRoom を利
用した添削指導など、生徒が
英語で自己を表現する機会を
増やす。 
②タブレット端末を使用した
リスニング試験の実施や、
MetaMojiClassRoom を 利 用
した音読課題など、教員・生徒
とも ICT 機器を有効活用でき
るようにする。 
③中 2 から高 2 の生徒を対象
に毎年 TOEFL を実施し、1 年
間での英語運用能力の伸びを
測る。 

①weblio やスマコレ(英
作文添削システム)など
のツールを利用し、生徒
に発信の場を提供するこ
とができた。 
②ICT 機器の利用が効果
的な場面を研究し、積極
的に活用することができ
た。 
③予定通り、TOEFL を実
施することができた。 

①生徒が発信する姿やそ
の内容を観点別評価に反
映できるようにする。 
②ICT 機器の活用につい
て、教員同士で情報を共
有し、より効果的な活用
を目指す。 
③準備不足で実施直前に
作業に追われる形となっ
た。計画的に準備を進め
ていきたい。 

体育科 自らが運動やスポーツに
親しみ、運動習慣を身につ
けることによって、たくま

①生徒自らが興味・関心をも
つよう段階的に指導を行い、
運動・スポーツに親しむ身体

①サッカー、野球などの
世界大会の話題が多く聞
かれたことから、体育・ス

体育，保健の授業だけで
なく，保健室とも連携し
て，怪我の予防，危機察知



しく生きるための体力の
向上を図る。  
 

的能力の基礎を養う。 
②怪我・病気から身体を守る
体力を強化するとともに、そ
れらを予防、回避する能力を
育成する。 
③タブレットなど ICT を効果
的に利用した教育を導入す
る。 

ポーツへの興味，関心を
持つ生徒が増えたように
思う。 
②体育授業時の怪我は減
少してきたが，今後も体
力の強化とあわせて危機
管理能力を高めていきた
い。 
③今年度は、効果的な使
用はできなかった。 

能力，危機管理能力の向
上につとめる。また引き
続き感染症対策にも取り
組みながら、健康の保持
増進と体力の向上を目指
す。 
 

 

芸術科 ①音楽・美術・書道それぞ
れの芸術観を養うととも
に表現力の育成を目指す。 
②相互鑑賞の機会を設け
る等、音楽・美術・書道で
連携した芸術活動を目指
す。 

①外部機関（対面・オンライン
を含む）との連携による教育
活動や様々な鑑賞の機会を通
して芸術的感性の向上を目指
す。 
②学校施設を利用して、芸術
鑑賞の機会を設ける。文化祭
における芸術科の部屋の展示
に加えて、校内での展示など
の機会を増やす。感染対策を
徹底したうえで相互鑑賞を行
う。 

①音楽・美術・書道それぞ
れの授業において、鑑賞
や作品制作を通して芸術
観、表現力の育成に取り
組んだ。外部機関と連携
した鑑賞の機会は設ける
ことができていない。 
②文化祭を始めとして校
内での作品展示を頻繁に
行い、コーラスコンクー
ルで音楽の授業の成果を
鑑賞しあえた。 

①外部機関と連携した鑑
賞等の授業については、
来年度の融合芸術の授業
を中心に、機会を設けて
芸術的感性の向上を目指
したい。 

家庭科・情報科 家庭科では生徒の対話や
協働に繋がる工夫をす
る。コロナ禍において制
作や実習を行うことは困
難ではあるが、予防対策
を徹底させることで実技
面での充実をはかり、タ
ブレットの利用で対話的
活動を促す。これらこと
により、他人との協調す
る姿勢を身につけること
を目指す。定期考査の内
容に新入試を意識した問
題を取り込むことで思考
力・判断力に資するよう
刺激を与える工夫する。 
情報Ⅰが新課程での共通
テストに加えられること
を鑑み、科学的な見方・考
え方を育て、情報技術を活
用して問題の発見・解決を
行うことができる生徒を
育てることを目指す。 

多くの実習・活動を行うこと
ができる教科の強みを生かし
て、感染予防対策を徹底し、
引き続き対話的・協働的な学
びができるような働きかけを
行っていく。 
ま た 、 GoogleClassroom や
MetaMojiClassRoom を 活 用
し、他教科との連携を今まで
以上に図ることで、複合的な
力を涵養する科目であること
を目指す。情報科においては
更に Web 教材も活用し、より
実践的に取り組んでいく。 

①中学技術家庭 
各学年の内容に沿ってタ
ブレットの利用や作品作
りをする中で、多方面か
ら物事を見て考える力を
つけることができた。し
かし近年、実習を含め集
中力が続かず話を聞けな
い、細かな作業を苦手と
する生徒が増えているこ
とが課題として挙げられ
た。 
②高校家庭科(選択含む) 
新教育課程の家庭基礎に
「経済・投資」が導入さ
れ、生徒が興味関心を持
って熱心に取り組めるよ
う 指 導 す る こ と が で き
た。 
選択科目の「ライフデザ
イン」「フードデザイン」
においては、自主性、自立
性において生徒の成長が
見られた。 
③高校情報 
現高 1 学年から情報Ⅰが
大学入試共通テストに導
入されることから、受験
を意識した授業展開を心

①中学技術家庭科 
細かな作業を苦手とする
生徒の割合が高くなって
いることから、製作物の
内容や時間配分を検討し
直す必要がある。 
②高校家庭では、他と協
調して実習などを行う姿
勢 を 身 に つ け さ せ な が
ら、生徒の思考力・判断力
の向上を目指して内容を
工夫する。 
③情報Ⅰでは大学入試に
備え、個人の能力差の幅
を少しでも抑えられるよ
う工夫したい。 
コロナ禍において、感染
対策のために中学・高校
とも実習の実施方法に制
限をかけていたが、今後
は感染対策に気を配りな
がら、可能な限り従前の
方法に戻す。 



がけた。しかし、数学的な
要素が多いため、理解度
に 大 き な 個 人 差 が 生 じ
た。 
高 3 は PC の基本的な操
作から Excel,PowerPoint
の使い方や考え方の理解
を深め、さまざまな事象
におけるアルゴリズムの
重要性を理解した。高 1 同
様個人差は大きかった。 

道徳(中学のみ) よりよく生きるための基
盤となる道徳性を養う。 
道徳的諸価値についての
理解を基に、自己を見つ
め、物事を広い視野から多
面的・多角的に考え、人間
としての生き方について
の考えを深める学習 

自己を見つめ、物事を広い視
野から多面的・多角的に考え
る能力が育つよう「道徳」「総
合的な学習の時間」の中で、教
員の講義のみならず、生徒同
士のディスカッション、ディ
ベートなどを積極的に取り入
れる。 

教科としての道徳の授業
を通して，目標は概ね達
成できた。生徒同士のデ
ィスカッション、ディベ
ートなどは不十分な部分
が課題として残った。 

教科書を軸とした，緻密
な授業計画。その上で，担
当者の個性で彩られた授
業の実施。 

 


